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・当院緩和ケア病棟における危篤判定モデルの有用性の検討検討（23-03） 

・進行がん患者と家族の食に関する苦悩の評価尺度の信頼性と妥当性の検討に関する

多施設共同研究（20-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



当院緩和ケア病棟における危篤判定モデルの有用性の検討検討 

 

１：対象 

2022 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日の 1 年間に当院緩和ケア病棟で死亡された方 

 

２：目的 

コロナ禍で入院患者の面会制限が一般的となっているが、緩和ケア病棟入院中の患者に

ついて、危篤状態となった場合に面会制限緩和を実施するうえで、当院緩和ケア病棟独

自の危篤判定モデルを作成し運用した。その有用性を検討する目的で後方視的調査を行

う。そのデータから、危篤判定モデルの有用性について検討する。 

 

３：研究に用いる試料、情報の種類 

診療情報を収集する後ろ向き観察研究です。 

危篤と判断された内容（血圧、SpO2、Palliative Prognostic Index、尿量、食事量、他死

前徴候とされるいくつかの兆候）と、危篤判定から死亡までの日数をカルテから抽出します。 

 

４：収集した情報の公表 

収集した情報は、匿名化し患者さん個人を特定できないように保存します。また研究成果

を学会や学術誌に発表することがありますが、これにより患者さんの個人情報が外部に流出

することはありません。 

 

５：利益相反 

本研究は特定の研究者や企業のために行うものではなく、利益相反はありません。 

 

６：連絡、問い合わせ先 

この研究に関してのお問い合わせは下記までお願いします。本研究の対象となることに同意

されない場合はお申し出ください。研究対象から除外し収集したデータは破棄します。不同

意による診療上の不利益はありません。 

 

三菱京都病院 腫瘍内科緩和ケア科 菊地 綾子 

〒615-8087 京都市西京区桂御所町 1 番地  電話 075-381-2111 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


